
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 

令和２年度 

川崎市立小学校 

学習状況調査報告 

（概要） 
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◎ 調査の概要 

 
１ 調査の目的 

全市的な規模で児童の学習状況を調査することにより、学習指導上の問題点及び改善点を明らかにする。その結果を、

各学校においては、今後の学習指導法の改善や教育課程編成の工夫等、児童の基礎学力の向上に役立てる。 

 
２ 調査の内容 

 ※当初の予定では、令和２年４月 28 日（火）に一斉実施する予定であったが、３月からの新型コロナウイルス感染症

拡大防止のための臨時休業により、一部学校における未習の内容に関しては各学校の状況に応じて取り扱うことと

した。 

 ○国語・算数 

  調査の目的に基づき、学習指導要領の定める第４学年までの内容のうち、ペーパーテストで調査を行うことが適当

な項目について調査を実施した。 

 

 ○学習意識調査（生活や学習についてのアンケート） 

  児童の学習や生活に対する意識等について明らかにするために、児童を対象とする意識調査を実施した。 

 

３ 調査の対象  市内全市立小学校の第５学年の児童 

 

４ 調査実施日及び調査対象教科・人数 

 （1）調査実施日  令和２年７月６日（月）～10 日（金） 

 

 （2）調査対象教科・人数  小学校第５学年 

                  国語                11,843 人  

算数                11,851 人  

生活や学習についてのアンケート   11,872 人 
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◎ 国語調査結果の概要 
１ 出題・観点等一覧 

領域ごとの正答率（【 】内は令和元年度） 

 

話すこと・聞くこと 82.3％【R1 80.6％】 

書くこと 66.3％【R1 63.1％】  

読むこと 78.1％【R1 73.7％】 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 76.6％【R1 75.7％】 
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２ 

主
な
成
果
（◇

）
と
課
題
（◆

） 

◇
４ 

（1）
（
報
告
書
Ｐ
15 

問
題
Ｐ
５
～
Ｐ
６
参
照
） 

 

◇
話
し
方
の
工
夫
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

◇
叙
述
を
も
と
に
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
読
み
取
る
こ
と
は
概
ね
で
き
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【 

４ 

（1）
】 

読むこと 

（
福
田
隆
浩
「
香
菜
と
な
な
つ
の
秘
密
」
に
よ
る
） 

正
答 

３ 
 

正
答
率 

％ 
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◆
第
三
学
年
配
当
漢
字
を
書
く
こ
と
に
課
題
が
あ
る
。
【 

２ 

③
】 

◆
２ 

③
（
報
告
書
Ｐ
10 

問
題
Ｐ
２
参
照
） 

 
◇
話
し
方
の
工
夫
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

⑤ 

【 

書 

き 

】 

 

正 

答  
  

正
答
率  

①
運
転 

 

％ 

②
湖 

 
 

％ 

③
泳
い
だ 

％ 

⑦
洋
服 

 

％ 

【 

主
な
誤
答
】 

「
泳
ぐ
」
は
書
け
て
い
る
が
、
送
り
仮
名

が
未
記
入
ま
た
は
誤
り 

30.5
％ 
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◆
７
２
（
報
告
書
Ｐ
20 

問
題
Ｐ
10
参
照
） 

○
出
題
の
ね
ら
い 

自
分
の
考
え
と
そ
の
理
由
と
の
関
係
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
。 

正
答
例 

・（
な
ぜ
な
ら
、）
こ
れ
ま
で
図
書
室
に
入
り
に
く
い
と
思
っ
て
い
た
人
も
、
入
り
や
す
く
な
る
と

思
う
か
ら
で
す
。【
Ａ
の
取
組
を
選
ん
だ
場
合
】 

・（
な
ぜ
な
ら
、）
読
み
た
い
本
が
で
き
れ
ば
、
図
書
室
に
行
っ
て
借
り
よ
う
と
思
う
だ
ろ
う
と
考

え
た
か
ら
で
す
。【
Ｂ
の
取
組
を
選
ん
だ
場
合
】 

正
答
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
割
合 

（
１
）
図
書
室
の
利
用
者
が
増
え
る
と
思
う
理
由
が
具
体
的
な
考
え
に
な
っ
て
い
な
い
。
6.1
％ 

（
２
）
自
分
の
考
え
を
書
い
て
い
な
い
。
0.9
％ 

（
３
）「
な
ぜ
な
ら
」
に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
書
い
て
い
な
い
。
9.6
％ 

（
４
）
三
十
字
以
上
、
五
十
字
以
内
で
書
い
て
い
な
い
。
5.1
％ 

 

正
答
率 

％ 

３ 

授
業
改
善
に
向
け
て
注
目
し
た
問
題 
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◎算数調査結果の概要 
１ 出題・観点等一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域ごとの正答率（【 】内は令和元年度） 

 

数と計算   66.8％【R1 数と計算 69.8％】 

図形     54.6％【R1 図形  49.2％】 

変化と関係  52.4％【R1 量と測定 50.7％】 

データの活用 72.2％【R1 数量関係 63.2％】 
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２ 主な成果（◇）と課題（◆） 

 
データの活用 

 
◇二次元表の中の数値が表していること読み取ることについては、概ね理解できている。【15（１）】 

  ◇15（１）（報告書 P46  問題 P16 参照） 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）【正答】 

校庭で打ぼくをした人の数を表している。 

【正答率】 

82.2％ 

【採点基準】 

場所とけがの種類の両方が、正しく記述されているもの。                           
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図 形 

 

◆１８０°よりも大きい角の大きさを具体的に求めることについては課題がある。【８（２）】 

                               （報告書 P38  問題 P７参照）     

 

 

                            

  

 

 

 

 

                               

 

 

                               

                              

                               

                           

 

 

 

 

（１）【正答】  ３ 

【正答率】 68.1％ 

 

 

 

（２）【正答】 230 度 

  【正答率】 49.2％ 

  【主な誤答】130 度 35.5％ 
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３ 授業改善に向けて注目した問題 

数と計算 

 

  ○出題のねらい 買い物の場面を取り上げ、1000 円で買い物ができるかどうかを判断するため、日常場面を想定し切り 

上げて計算することができる。 

◆目的に合った数の処理の仕方を考えたりすることについては課題がある。【７】（報告書 P37 問題 P５～P６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（１）【正答】 

   ①500＋200＋300 と解答しているもの 

   ②1000 と解答しているもの など 

   【正答率】 51.1％ 

   【主な誤答】 500＋200＋200 と解答しているもの 33.2％ 
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過去３年間の経年変化 

 

１．学習全般に対する好感度・必要性・勉強する理由について 

 

（報告書Ｐ57 参照）                        

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 生活や学習についてのアンケート  

 

好感度 必要性 

問２ 勉強は、すきですか。 問３ 勉強することは、大切なことだと思いますか。 

20.7％の児童が、「すきだ」と回答しており、「どちらかといえばす

きだ」を合わせると 61.7％である。H31 と比較すると 6.8 ポイン

ト減少している。 

80.3％の児童が、「大切だ」と回答しており、「どちらかといえば

大切だ」を合わせると 97.6％である。H31 と比較するとほぼ同程

度の結果である。 

61.7% 97.6% 

（報告書Ｐ58 参照） 

68.5% 

67.1% 

98.0% 

97.9% 
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（報告書Ｐ58 参照）                       （報告書Ｐ59 参照）  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 由 

問４ 勉強をする一番の理由は何ですか。 

勉強する一番の理由として、有用感を挙げている児童が多く、「将

来の仕事に役に立つから」、「生活するのに役に立つから」を合わせ

ると 64.4％で、29 年度から 6割を超えている。「わかると楽しいか

ら」と回答した児童は、17.9％である。 

生活するのに役に立つ 将来の仕事に役に立つ わかると楽しい 

問 28～33 授業の中で、わからないことがあったら、どうすること

が多いですか 

解決方法 

「授業の中でわからないことがあったら、どうすることが多いです

か」に「自分で調べる」と回答した児童が 63.6％で、平成 31 年度

と比較すると、7.0 ポイント増加している。 

64.4% 

63.6% 

64.8% 

H30 56.5％ 

H31 56.6％ 

R2 63.6％ 
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（報告書Ｐ60 参照） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

好感度 

問５～１０  次の授業は、すきですか。 

「すきだ」「どちらかといえばすきだ」と回答した児童を平成 31 年度と比較すると、すべての教科で減少している。また、今年度より

実施した英語の結果は、72.5％であった。 

国

語 

社

会 

算

数 

理

科 

総

合 

英

語 

国語 H30 71.2％ 

H31 72.7％ 

R2 66.4％  -6.3 

社会 H30 68.2％ 

H31 71.5％ 

R2 67.1％  -4.4 

算数 H30 71.5％ 

H31 72.2％ 

R2 68.5％  -3.7 

理科 H30 86.2％ 

H31 87.6％ 

R2 84.8％  -2.8 

英語 R2 72.5％ 

 

総合 H30 82.1％ 

H31 84.7％ 

R2 82.9％  -1.8 
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（報告書Ｐ61 参照） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理解度 

問 11～15  次の授業は、よくわかりますか。 

「わかる」「どちらかといえば、わかる」と回答した児童を平成 31 年度と比較すると、すべての教科で減少している。また、

今年度より実施した英語の結果は、80.3％であった。 

60.0 %

62.5 %

56.9 %

53.3 %

58.2 %

56.3 %

57.3 %

59.8 %

58.2 %

68.1 %

70.4 %

68.7 %

51.3 %

32.6 %

31.3 %

34.9 %

33.3 %

31.6 %

31.8 %

28.2 %

27.5 %

28.5 %

25.3 %

24.5 %

25.1 %

29.0 %

5.5 %

4.6 %

6.2 %

10.5 %

8.0 %

9.2 %

10.3 %

9.3 %

9.6 %

5.1 %

3.8 %

4.7 %

13.2 %

1.7 %

1.3 %

1.8 %

2.6 %

1.9 %

2.6 %

3.8 %

3.1 %

3.5 %

1.4 %

1.0 %

1.3 %

6.4 %

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H30

H31

R2

H30

H31

R2

H30

H31

R2

H30

H31

R2

H30

H31

R2

国
語

社
会

算
数

理
科

英
語

わかる どちらかといえば、わかる どちらかといえば、わからない わからない 無回答

国

語 

社

会 

算

数 

理

科 

英

語 

国語 H30 92.6％ 

H31 93.6％ 

R2 91.8％  -1.8 

 

社会 H30 86.6％ 

H31 89.8％ 

R2 88.1％  -1.7 

 

算数 H30 85.5％ 

H31 87.3％ 

R2 86.7％  -0.6 

 

理科 H30 93.4％ 

H31 94.9％ 

R2 93.8％  -1.1 

 

英語 R2 80.3％ 
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（報告書Ｐ62 参照） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有用感 

問１６～２１  授業で学んだことは、生活の中で役に立っていると思いますか。 

「役に立つ」「どちらかといえば、役に立つ」と回答した児童を平成 31 年度と比較すると、すべての教科で減少している。また、今年

度より実施した英語の結果は、78.5％であった。 

国

語 

社

会 

算

数 

理

科 

総

合 

英

語 

国語 H30 90.1％ 

H31 90.6％ 

R2 90.4％  -0.2 

社会 H30 89.4％ 

H31 90.6％ 

R2 88.3％  -2.3 

算数 H30 94.9％ 

H31 94.9％ 

R2 93.7％  -1.2 

理科 H30 85.6％ 

H31 87.4％ 

R2 85.6％  -1.8 

英語 R2 78.5％ 

 

総合 H30 85.0％ 

H31 85.7％ 

R2 83.0％  -2.7 
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２．家庭生活の実態について 

 

（報告書Ｐ66 参照）                      （報告書Ｐ67 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３８ 睡眠時間 

睡眠時間が「8 時間より少ない」と回答した児童が 29.0％であ

り、31 年度と比較すると 4.8 ポイント増加している。 

29.0 

問４３ 携帯電話やスマートフォンの使用時間 

37.9 

携帯電話やスマートフォンを「1時間以上使用する」と回答した児

童は、37.9％であり、30年度と比較すると 8.1 ポイント、31年度

と比較すると 7.5 ポイント増加している。 
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（報告書Ｐ66 参照）                      （報告書Ｐ68 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食を「必ず食べる」「たいてい食べる」と回答した児童は、94.5％

であり、30 年度から比較してほぼ同程度である。 

問４５ 1か月の読書量 

「月に何さつぐらい本（マンガ・雑誌をのぞく）を読みますか」

に「10 冊以上」と回答した児童は 32.2％、「３～１冊」と回答し

た児童は 31.4％で、30、31 年度と比較するとそれぞれほぼ同値

である。 

問３９ 朝食の摂取 
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３．自己肯定感・将来に関する意識について 

 

（報告書Ｐ70 参照） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己肯定感 将来に関する意識 

問 44 自分には、よいところがあると思いますか。 問 45 将来の夢や目標を持っていますか。 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した児童は

76.1％であり、「あてはまる」と回答した児童は、31 年度と比較し

て 6.5 ポイント減少している。 

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と回答した児

童は、82.2％であり、31年度と比較すると 5.4 ポイント減少し

ている。 

81.2 

76.1 

81.4 

82.2 

87.2 

87.6 
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４．クロス集計結果について 

 

（報告書Ｐ76 参照）                       （報告書Ｐ77 参照） 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 学校の楽しさ【問１】×学習に対する好感度【問２】  ３ 学習に対する好感度【問２】×勉強する理由【問４】 

「学校生活が楽しい」と回答した児童のうち 74.0％は勉強が「すき

だ」「どちらかといえば、すきだ」と回答している。学校生活が「楽

しくない」と回答した児童の 84.4％、「どちらかといえば楽しくな

い」と回答した児童の 70.0％は勉強が「すきではない」「どちらか

といえばすきではない」と回答している。 

好感度の高い児童ほど「わかると楽しいから」と回答する割合

が高い。「すきだ」と回答した児童と「すきではない」と回答し

た児童とでは 23.3 ポイントの差がある。「すきではない」と回

答した児童の 15.8％は「家の人やまわりの人にいわれるから」

を一番の理由にあげており、他に比べて割合が多い。 

84.4 

74.0 

すきではない どちらかといえば、すきではない 

すきだ どちらかといえば、すきだ 

わかると楽しい 

将来の仕事に役に立つ 家の人やまわりの人にいわれる 

70.0 
23.3 
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（報告書Ｐ80 参照）                         （報告書Ｐ81 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 27 睡眠時間【問 38】×学校の楽しさ【問１】  27 睡眠時間【問 38】×テレビゲームの実施時間【問 41】 

 睡眠時間が長いほど「学校が楽しい」と回答している割合が高い

傾向がある。睡眠時間が「7 時間以上 8 時間より少ない」児童の

9.0％、「6時間以上、7時間より少ない」児童の 11.6％、「6時間よ

り少ない」児童の 21.3％が、「どちらかといえば楽しくない」「楽

しくない」と回答している。 

睡眠時間が「6時間より少ない」と回答した児童のうち、

テレビゲームを「4 時間以上やっている」と回答したのは

41.6％、「2 時間以上、3 時間より少ない」と回答したのは

10.9％である。睡眠時間が「7時間以上 8時間より少ない」

児童の26.3％、「6時間以上、7時間より少ない」児童の37.5％

が、テレビゲームを「2時間以上やっている」と回答してい

る。 

9.0 

11.8

5 
21.3 
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（報告書Ｐ83 参照） 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 22 自己肯定感【問 48】×国語・算数の正答率  23 自己肯定感【問 49】×将来の夢や目標【問 45】 

「自分にはよいところがある（あてはまる）」と回答している児童

ほど国語・算数の正答率が高い。「当てはまらない」と回答した児

童の国語と算数の正答率は、それぞれ 65.5％、59.0％である。「当

てはまる」と回答した児童と国語では約10ポイントの開きがある。 

自己肯定感が比較的高い児童ほど、将来の夢や目標を持ってい

ると回答している割合が高い。「自分には、よいところがあると

思わない（当てはまらない）」と回答した児童のうち、35.5％の

児童は夢や目標を「持っていない」「どちらかといえば持ってい

ない」と回答している。 

35.5 
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（報告書Ｐ85 参照） 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 27 自己肯定感【問 48】×地域への貢献【問 55】 

自己肯定感が比較的高い児童ほど、地域や社会に対して貢献しよ

うと回答している割合が高い。「自分には、よいところがあると思

わない（当てはまらない）」と回答した児童のうち、「地域をよりよ

くしようとは思わない」割合は、32.2％である。 

地域をよりよくしようとは思わない 

 27 自己肯定感【問 48】×周囲への援助【問 55】 

自己肯定感が高い児童ほど、人が困っているときに助けよう

としている割合が高い。「どちらかといえば、当てはまらな

い」と回答した児童のうちの 47.3％は、「人が困っていると

きはどちらかといえば助けようとする」と回答している。 
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川崎市学習状況調査 わかりやすい個票を保護者・児童に提供 

 

◎ 調査結果の活用 

 

児童・保護者に学習状況を伝え、一人一人の課題を明確にし、学習に取り組む態度や家庭学習の改善に役立てます。 

 

【意識調査】 

アンケート調査については、

国語、算数について授業の理

解度などについて選択肢別

の回答率を示しています。 

 

 

【様々な情報提供】 

小問別、領域別、観点別に

川崎市平均正答率と結果

を示しています。 

 

小問別、領域別、観点別に

川崎市平均正答率と結果

を示しています。 

 

数値は川崎市の全体の割合(％) 

本人の選択は網掛け部分 
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【わかりやすい提示】 

分析と解答用紙が上下で示さ

れており、小問ごとに学習状況

を確認することができます。 

 

小問別、領域別、観点別に川崎

市平均正答率と結果を示して

います。 
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児童・保護者に学習状況を伝え、一人一人の課題を明確にし、児童それぞれの力にあったフォローアップシートを提供します。 

 

川崎市学習状況調査 児童個別振り返りシートを保護者・児童に提供 

 

  

【わかりやすい提示】 

児童の学習状況をもとに、振り

返り問題として領域ごと児童

にあったフォローアップ問題

が提供されます。（例は算数科

のもの） 


